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復興支援ガイド：大塚光太郎さん

2011年に立教大学コミュニティ福祉学部卒業

および同学部大学院へ進学。2013年大学院修

了と共に、埼玉県から岩手県陸前高田市へ移

住。大学院生時代には、NGO団体等を通じた

災害ボランティア活動をはじめ、学部の復興支

援プロジェクトスタッフとして関東の大学生を被

災地に引率する業務に従事。その後、被災地

で生活をしながら、主に子ども・精神保健・地

域福祉・地域振興領域等、幅広い復興支援活

動に従事してきた。

現在はよりそいホットラインの沿岸居場所対

応員として相談業務に従事する傍ら、独自で

「あるくみるきく」活動やツアーのコーディネート、

オンライン等を通じた相談対応および研修や

講演などを行っている。

“被災者”って誰のこと？

そもそも、ボランティアって
何だろう？

陸前高田市高田松原©大塚光太郎

気仙沼大島へ続く橋©大塚光太郎

大船渡市吉浜地区の石碑
©大塚光太郎

外部から移り住ん
だものだからこそ
気づくことを、みな
さんと共有し学び
合う2泊3日を過ご
せたらうれしいです。

東北地方太平洋沿岸部に大きな被害をもたらした東日本大

震災。この経験から、改めて私たちは何を学ぶ必要があるので
しょうか。
宮城県気仙沼市、岩手県陸前高田市・大船渡市を実際に訪
れ、そこに暮らす人と触れ、それぞれの地域の歩みを肌で感じ
る2泊3日を過ごします。地域を全身で感じ、対話を重ねることで、
防災や減災について多くの学びが得られることでしょう。
このプログラムでは自分で「考えること」、そして「問いを持つこ
と」を大切にします。
自然がもたらす脅威だけではなく、自然がもたらす恩恵とはな
んでしょうか。そしてまた「被災するとはどういうことか」「復興と
はなんだろうか」「ボランティアって何をすることなのだろうか」な
どといった答えのない問いを考え続ける時間を過ごしたいと思
います。
『一緒に考えたい！』という方のご参加をお待ちしています。プ
ログラムでは復興支援ガイドによる事前研修の機会も設けてお
り、率直な議論や相談ができること、また、活動後のサポートも
必要に合わせて対応する予定です。奮ってお申込みください！



日程表

➢ プログラム期間

7月28日（水）～7月30日（金） 2泊3日

➢ プログラム費用

８２，０００円／おひとり様あたり

➢ 募集人数

20名（最少催行人数：16名）

➢ 募集対象：中学生、高校生

➢ 費用に含まれるもの
 消費税等諸税及びサービス料
 左記に明記された交通機関の料金（普通席）

※ 利用予定バス会社：東磐交通株式会社
 左記に明記された宿泊施設における宿泊料金（4名様1室）
 左記に明記された見学料や体験費用
 左記に明記された食費（朝食2回、昼食0回、夕食2回）
 添乗員同行費用

➢ 費用に含まれないもの
 集合/解散場所までの交通費
 昼食代３回
 個人的な費用（自由行動時の費用、通信費、お土産代など）
 3日目の穴通磯乗船体験の費用や世界の椿館入館料（大船渡市立博物館は高校生

以下は無料）
 国内旅行傷害保険料

募集概要

オンライン事前研修会も
予定しています。夏休み、
有意義に過ごそう！

♣ 7月28日 07:56 東京駅発、はやぶさ103号にて一ノ関駅へ

（水） 10:11 専用バスにて気仙沼へ 復興支援ガイドと現地で合流

気仙沼市内見学 気仙沼市復興商店街等にて各自昼食

午後 リアス・アーク美術館の見学

気仙沼大島大橋を渡り気仙沼大島へ

夕食後、元気仙沼市立大島小学校校長先生からお話を伺います

亀山にて星空観察（雨天中止）

振り返り 【－ × 夕】【明海荘泊】

♣ 7月29日 午前 気仙沼大島海水浴場小田の浜を自由散策（雨天中止）

（木） 専用バスにて陸前高田市へ

陸前高田市内見学

東日本大震災津波伝承館の見学

「アバッセたかた」にて各自昼食

午後 市役所や災害公営住宅の見学

地元高校生との交流（予定）

地元の方々とBBQまたはさかな捌き体験

振り返り 【朝 × 夕】【大船渡温泉泊】

♣ 7月30日 午前 専用バスにて大船渡市へ

（金） 大船渡市吉浜地区見学および地元の方との交流

午後 碁石海岸レストハウスにて各自昼食

その後、以下より各自にて選択してお過ごしいただきます

（「碁石海岸散策」、「穴通磯乗船体験」、「大船渡市立博物
館」「世界の椿館」＊別途料金がかかるものもあります。）

専用バス内にて一ノ関駅へ（車内で振り返り）

15:51 やまびこ62号にて東京駅へ。東京駅（18:24着）にて解散。

【朝 × －】 ⋆現地事情により時刻や内容が変更となる場合がございます。


